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ふ か ん

巻頭言俯瞰

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
雇
用
問
題

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
は
、
国
や
地
域
を
越
え

て
、
政
治
、
経
済
、
文
化
な
ど
で
、
統
一
し
た

制
度
や
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
す
る
考

え
方
で
す
。
国
境
を
越
え
て
世
界
を
一
つ
の
共

同
体
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
第

２
次
大
戦
後
、
資
本
主
義
や
自
由
主
義
が
広
ま

っ
た
結
果
も
た
ら
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
が
広
ま
っ
た
背
景
に
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
通
信
技
術
の
発
達
が
あ
り
、
国

境
を
越
え
た
情
報
の
や
り
取
り
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
普
及
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
Ｅ
Ｕ
の
誕

生
に
よ
る
共
通
通
貨
の
発
行
や
多
国
籍
企
業
の

出
現
も
重
要
で
、
関
税
な
ど
の
貿
易
規
制
、
外

国
企
業
の
参
入
制
限
な
ど
の
緩
和
・
撤
廃
な
ど

が
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ロ
バ
ー
ト
・
Ｂ
・
ラ
イ

シ
ュ
氏
は
、
１
９
９
１
年
に
著
書
「T

he 

W
ork of N

ations

」（「
国
家
の
役
割
」）
で
、
企

業
の
「
国
籍
」
は
無
意
味
に
な
る
と
主
張
し
ま

し
た
。

―
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
技
術
の
発
展
が
経
済
や

労
働
市
場
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
企
業
の

国
籍
は
無
く
な
る
。
外
国
か
ら
の
買
収
を
恐
れ

る
企
業
は
時
代
遅
れ
と
な
る
。
中
核
企
業
の
製

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
を
自
ら
行
う
こ
と
は
無

く
な
る
。
地
球
の
ど
こ
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
機
器
、
衛
星
な

ど
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
高
い
価
値
を
持
つ
企
業

の
複
雑
な
関
係
か
ら
構
成
さ
れ
る
―

し
か
し
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー

ル
の
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
Ｇ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
氏
は
、

「
歴
史
的
に
見
て
、
国
籍
は
強
く
残
っ
て
い
る
。

多
国
籍
企
業
の
拠
点
は
、
多
く
の
特
殊
な
状
況

を
除
き
、
依
然
と
し
て
母
国
民
の
住
む
地
域
で

あ
り
、
企
業
の
最
も
手
の
届
く
領
域
に
置
か
れ

て
い
る
。
ラ
イ
シ
ュ
氏
の
考
え
に
反
し
て
、
多

国
籍
企
業
の
最
終
的
な
『
国
籍
』
は
、
近
年
の

動
向
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
明
確
で
重
要
に
な
っ

て
き
た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

地
政
学
的
政
治
理
論

地
政
学
（G

eopolitik
）
と
は
、
国
際
政
治
を

考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
地
理
的
条
件
を

重
視
す
る
学
問
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
19
〜
20
世

紀
初
期
に
注
目
さ
れ
、
国
家
有
機
体
説
と
環
境

決
定
論
を
理
論
的
基
盤
と
し
て
い
ま
す
。
自
国

の
利
益
を
拡
張
す
る
た
め
の
方
法
論
的
道
具
と

な
っ
て
い
ま
す
。
第
２
次
世
界
大
戦
時
の
ナ
チ

ス
・
ド
イ
ツ
の
侵
略
行
為
や
日
本
の
「
八
紘
一

宇
」
的
侵
略
行
為
が
具
体
例
で
す
。

ま
た
、
１
９
８
０
年
代
以
降
で
は
、
中
国
の

「
一
帯
一
路
」
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

の
行
為
の
理
論
的
拠
り
所
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
製
鉄
の
Ｕ
Ｓ
ス
チ
ー
ル
買
収

２
０
２
５
年
６
月
、
日
本
製
鉄
は
Ｕ
Ｓ
ス

チ
ー
ル
を
買
収
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
製

鉄
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
の
一
環
で
あ
り
、
潜
在

的
に
成
長
性
が
あ
る
米
国
鉄
鋼
市
場
に
楔
を
打

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
地
政
学	

	

―
労
働
者
の
人
権
に
配
慮
は
さ
れ
て
い
る
か

―	

坂
本

　

恒
夫

さ
か
も
と
　つ
ね
お

大
原
記
念
労
働
科
学
研
究
所
　

主
管
研
究
員

明
治
大
学
名
誉
教
授

静
岡
県
立
大
学
講
師

（457 ）
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ち
込
む
も
の
で
し
た
。
日
本
製
鉄
は
Ｕ
Ｓ
ス

チ
ー
ル
の
生
産
現
場
を
国
際
的
に
競
争
力
の
あ

る
工
場
に
衣
替
え
す
る
予
定
で
、
イ
リ
ノ
イ
州

の
生
産
拠
点
の
稼
働
停
止
の
計
画
を
進
め
ま
し

た
が
、
黄
金
株
を
所
有
す
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
か

ら
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
合
理

化
に
伴
う
従
業
員
の
解
雇
は
米
国
の
地
政
学
的

リ
ス
ク
を
拡
大
す
る
も
の
だ
と
横
槍
を
入
れ
ら

れ
た
の
で
す
。

日
本
製
鉄
が
多
国
籍
企
業
と
し
て
世
界
的
な

経
営
戦
略
を
と
り
、
米
国
の
拠
点
を
合
理
的
に

再
編
し
よ
う
と
し
た
の
に
際
し
、
ト
ラ
ン
プ
政

権
は
地
政
学
的
観
点
か
ら
、
日
本
製
鉄
の
グ

ロ
ー
バ
ル
戦
略
に
対
し
て
、
ス
ト
ッ
プ
を
か
け

た
わ
け
で
す
。

地
政
学
の
出
現
と
台
頭
は
、
多
国
籍
企
業
が

拡
大
し
て
き
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
挫
折
で
あ

り
、
日
本
製
鉄
に
か
ぎ
ら
ず
多
く
の
国
際
的
大

企
業
は
、
恒
常
的
に
地
政
学
的
リ
ス
ク
を
計
算

に
入
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

日
本
製
鉄
の
合
理
化
を
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
阻

止
し
た
こ
と
は
、
Ｕ
Ｓ
ス
チ
ー
ル
の
従
業
員
を

解
雇
・
整
理
か
ら
守
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
解
雇
の
対
象
で
あ

っ
た
従
業
員
を
守
る
こ
と
に
は
成
功
し
た
と
言

え
ま
す
が
、
日
本
製
鉄
の
合
理
化
政
策
の
推
進

に
と
っ
て
は
、
マ
イ
ナ
ス
に
作
用
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

従
業
員
の
人
権
を
守
る

労
働
者
の
雇
用
を
守
る
こ
と
は
、
企
業
経
営

的
観
点
、
さ
ら
に
政
治
的
観
点
か
ら
、
そ
の
良

し
悪
し
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
大

事
な
こ
と
は
、
多
国
籍
企
業
が
国
境
を
越
え
て

他
国
に
進
出
す
る
場
合
、
そ
の
労
務
管
理
や
雇

用
管
理
で
十
分
に
労
働
者
の
人
権
に
配
慮
し
て

い
る
か
ど
う
か
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
か
、
そ
れ
と
も
地
政
学
か

で
は
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
で
労
働
者
、
従

業
員
の
人
権
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る

か
が
大
切
で
す
。

日
本
製
鉄
の
Ｕ
Ｓ
ス
チ
ー
ル
買
収
の
成
否

は
、
利
益
の
拡
大
だ
け
で
評
価
す
る
の
で
は
な

く
、
日
本
製
鉄
が
Ｕ
Ｓ
ス
チ
ー
ル
の
従
業
員
の

人
権
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
か
れ
ら
の
立
場

を
ど
の
よ
う
に
改
善
し
た
か
で
も
評
価
さ
れ
る

べ
き
で
す
。

日
本
製
鉄
の
Ｕ
Ｓ
ス
チ
ー
ル
買
収
は
、
経
営

成
果
だ
け
で
な
く
雇
用
成
果
も
併
せ
て
評
価
さ

れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

（458 ）
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チェックポイント 125
　若年労働者のために適切な作業負担を割り当て、
チームワークを促進し、適切な訓練を行います。

なぜ
　若年労働者は、成熟した労働者と比較すると、身体
的および精神的能力に差があります。彼らは作業につ
いて経験が十分ではない場合が多く、適切な支援が必
要だと感じています。

　若年労働者が作業場の慣習に慣れたり、必要な作業
課題をこなせるようになるには、通常時間がかかりま
す。十分な作業経験を積み、作業中に直面する問題点
を解決できるように、指導と支援を行うことが重要で
す。

　作業場のリスクに対処するとき、最も影響を受けや
すい労働者は仕事の経験が最も少ない人たちです。こ
の「新しく加わったばかり」という要因は、しばしば
若年労働者の「年齢」要因と混同されます。作業に加
わったばかりの早い時期のリスクに対処できるよう、
訓練を行わなければなりません。

　若年労働者が実績を向上できるように支援する最善
策は、経験のある年輩者をつけて、彼らを指導し訓練
することです。若者労働者と年輩労働者が良いコミュ
ニケーションをとれれば、作業場の雰囲気もより良く
なるでしょう。

リスク／症状
・　負傷率の増大
・　ストレスによる健康障害
・　不十分なコミュニケーション
・　不十分な理解
・　労働者の健康低下

どのように
1 ．若年労働者が新しく作業場に配属されたら、作業
システムの説明と若年労働者の支援策を含む、適切
な訓練を行います。定期的に彼らの相談に応じるの
も役立ちます。

2．チーム作業手順を見直して、若年労働者に適切な
作業負担を割り振ります。そうすれば、十分な作業
経験を徐々に積むことができます。

3．若年労働者に作業中のリスクに対処するために、
彼らの背景知識、技能、体力を考慮に入れたトレー
ニングを実施します。適切な安全に関する訓練によ
り、若年労働者の場合、作業関連健康問題のリスク
を低減することができます。

4．年輩労働者に若年労働者の支援役を割り当てます。
支援する人は、若年労働者と毎日接触して、問題が
起こる前に指導していきます。若年労働者は問題が
あっても先輩に相談するのをしばしばためらうため、
毎日話しかけることは極めて重要です。

5．作業負担が若年労働者の能力を超えていないか確
認するため、作業のあらゆる側面をチェックします。

6．若年労働者が教育課程を続けていけるように、フ
レックス時間制を実施します。

追加のヒント
－　若年労働者が法定の就業年齢に達しているか確認
します。

－　若年労働者でも、作業場の年輩労働者と監督者に
気軽に相談できるような雰囲気をつくるよう努めま
す。必要なら、若年労働者が自分の問題の解決策を
見つけ出せるようにグループ討論を行います。

－　健康リスクを減らして作業を遂行する方法を若年
労働者に教えることが重要です。教育は、作業技能
についてだけでなく、人間関係についても必要です。

－　若年労働者の支援が、本人たちの希望に基づいて
行われるように確保します。若年労働者は、自身の
安全と健康に危険となる仕事に就く前に年配労働者
と相談すべきです。

記憶ポイント
　若年労働者が十分な作業経験を獲得できるように支
援します。問題が深刻になりすぎてしまう前に、年輩
労働者が若年労働者にオン・ザ・ジョブ訓練を実施し、
支援します。
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図125a　�若年労働者に対して、彼らの背景経験、知識、スキル、体力を
考慮しながら、作業中にリスクに対処する方法を訓練します。

図125b　�若年労働者が作業場の問題を話し合い、自分たちのニーズを反映した実際的な改善策を提案
する機会を提供します。
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広
範
囲
の
現
場
状
況
に
つ
い
て
応
用
で
き
る

実
際
的
で
低
コ
ス
ト
の
人
間
工
学
改
善
策
を

以
下
の
９
つ
の
領
域
に
分
け
て
、
１
３
２
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
解
説
。

・
資
材
保
管
と
取
り
扱
い

　

・
手
も
ち
工
具

・
機
械
の
安
全

・
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
計

・
照

　明

・
構
内
整
備

・
有
害
物
質
・
有
害
要
因
対
策

・
福
利
厚
生
施
設

・
作
業
組
織

各
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
は
、
挿
し
絵
付
き
で
、

「
な
ぜ
」「
リ
ス
ク
／
症
状
」「
ど
の
よ
う
に
」「
追

加
の
ヒ
ン
ト
」「
記
憶
ポ
イ
ン
ト
」
で
構
成
。

「
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
利
用
の
た
め
の
提
案
」
の

節
を
設
け
て
使
い
方
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
、
巻
末
に
「
現
地
に
合
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
教
材
の
具
体
例
」
を
豊
富
に
掲
載
。
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　広く普及した『人間工学チェックポイント』を全面改定した本書は、作業関連災害と疾
病の予防と、安全、健康、作業条件の改善に役立てるために編集されました。
　さまざまな作業場の条件チェックに応用してきた産業現場の豊富な経験に基づいて、第
2版では新項目も加えて読みやすく改定し、カラー刷りの挿し絵に組み替えているのが大
きな特徴です。
　広範囲の現場状況について応用できる実際的で低コストの人間工学改善策を 132 項目に
分けて、次の領域別に解説しています。
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　■　資材保管と取り扱い　
　■　手もち工具
　■　機械の安全
　■　ワークステーションの設計
　■　照　明
　■　構内整備
　■　有害物質・有害要因対策
　■　福利厚生施設
　■　作業組織

　挿し絵つきの各チェックポイントは、とるべきアクションを示していて、‶なぜ"必要で、
‶どのように"実行すべきかを述べています。また、‶追加のヒント"と‶記憶ポイント"も示
します。このマニュアルの全項目を集めたチェックリストが示してありますが、ユーザー
はこのチェックリストの項目を選んで、それぞれの作業場点検にたやすく応用できます。
　本書は、作業場改善にかかわるすべての人のためにつくられました。経営者、管理監督
者、労働者、監督官、安全保健担当者、トレーナーと教育者、事業支援サービス従事者、
技術者、人間工学専門家、設計者に役立ちます。
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